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れは1968年， Bank of Americaのシンガポール支庖が， US事勘定申開設を申請する




うな存在で， その特徴はまず non.residentの国際金融業務， 外貨取引に大幅な自由を
みとめることにあった。また政府は通常， 40%の税率が課きれる法人税を， ACU勘定
自収益に限って10%に軽減する特典をあたえるなどして，国際金融業務の誘致につとめ
た。これには， ‘71年， シンガポ ノレ駐留の英国悔軍が撤収し， I特需」なきあとの外
貨収入源を早急に見出さねばならないとしづ国際収支上回要請もあった。こうして発達






アジアダラー市場の規模は， ユーロ市場に比較して 1968年発足当時の 3，100万ドル
(489) 97 
日日3億ドノレ〕から1977年現在228億ドル (2，0回億ドノレ〔マ5))まで急成長をとげた。また
参加金融機関の数では， シンガポールの銀行のうち， commercial bank 57行， merchant 










resi.dent に対する優遇税制と金利の低下傾向の下で，長期の AsianBond Marketも次
第に発達の兆しをみせつつある。こうした最近り傾向から，アジアダラー市場が単にそ
れ自身国際金融市場として発展するのみならず，アシアの経済発展のために，開発金融
の積極的役割lを担う日も近いと期待できょう o
